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  ただいま議題となりました平成２１年度高崎市一般会計予算、

各特別会計予算、並びに関係諸議案のご審議をいただくにあたり、

市政運営について、所信の一端と予算の概要についてご説明を申

し上げ、議員の皆様をはじめ市民の皆様に、格別のご理解とご協

力を賜りたいと存じます。  

 

 わ が国は、昨年来の世界的な金融危機や原油の高騰、また為替

市場の変動による影響から、企業業績が急激に悪化し、雇用問題

へ波及するなど、１００年に一度といわれる経済危機に見舞われ

ております。この経済危機に対して国や県ではさまざまな景気対

策を講じており、本市といたしましても、市民生活への影響を考

慮し、中小企業への支援対策として融資条件の緩和などの措置を

講じてきたところでございます。  

今後も、世界的な景気の低迷は続くものと見込まれ、先行きが

大変心配されるところですが、経済の動向には十分注意を払いな

がら適切な対策を講じてまいる所存でございます。  

 

 こ のような厳しい経済状況の中、本市は、平成２０年度から「交

流と創造～輝く高崎」を将来都市像に掲げた「第５次総合計画」

をスタートさせ、平成２３年４月１日の中核市移行も見据えなが

ら、新しい高崎市の都市づくりの第一歩を踏み出したところでご

ざいます。     

この総合計画は、まちづくりの目標の実現に向けて、市民の皆

様と共に定めた行動指針でありますので、計画の着実な推進が図

れるよう、平成２１年度では、国立病院機構高崎病院内に併設す
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るメディカルサポートセンターや医療保健センター（仮称）と新

図書館の一体的な整備のほか、スマートインターチェンジや群馬

地域運動広場（仮称）などの整備を盛り込んだところでございま

す。  

 ま た 、 今年６月１日には吉井町との合併を予定しております。

吉井町が加わることで新しい力と魅力が備わり、群馬県を代表す

る都市として、さらには、北関東・北信越地域の中でも大きな存

在感がある都市として一層の発展が期待され、本市の都市づくり

に弾みがつくものと考えております。  

 

 高 崎市は、古い歴史を持つまちですが、いつの時代も市民がま

ちづくりの中心的な役割を担い発展を続けてきました。平成２１

年度においても「安心・安全」を最重点として、市民が主体とな

った「高崎らしい、高崎ならでは」のまちづくりを継承し、高崎

の「都市と市民の力」を最大限に発揮して、豊かな市民生活の実

現と「輝く高崎」を目指して全力で取り組んでいく所存でござい

ますので、皆様の一層のご協力をお願い申し上げます。  

 

  [国の予算と地方財政計画 ]  

 

さて、わが国の経済は、世界的な景気の後退が続く中で、内需、

外需共に厳しい状況が続いており、今後も、雇用問題への拡大な

どから景気の下降局面が長期化・深刻化する恐れが高まっており

ます。  

このような中、平成２１年度における国の一般会計予算は、「基
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本方針２００６」等に基づく過去２年間の歳出改革路線を堅持す

る一方で、雇用対策、医療対策、地域の活性化支援などに関する

予算を重点化したことから、一般会計予算は、  

８８兆５，４８０億円と前年度比６．６パーセント増の伸び率と

なっております。  

この結果、厳しい経済状況から税収が大幅に落ち込む中で、国

債の発行額は３３兆円台となり、公債依存度も３０．５パーセン

トから３７．６パーセントになるなど、財政状況は厳しさを増し

ております。  

また、地方公共団体の予算編成の指針となる地方財政計画につ

きましては、厳しい財政環境を反映し、前年度比１．０パーセン

ト減の８２兆５，６００億円となっております。  

   

 [本市予算の大要 ]  

 

国と地方を通じた歳出改革の中にあって、平成２１年度高崎市

一般会計予算は１，３４７億円となり、前年度に比べ１．０パー

セントの増で、一般会計、特別会計、企業会計を合わせた総額は

２，１８１億５，１９９万７千円となりました。  

特に、一般会計予算は、新市建設（基本）計画及び第５次総合

計画に基づく各種事業を実施するほか、厳しい経済状況に対処し、

中小企業の円滑な資金調達を確保するため、融資枠の拡大や融資

条件の緩和などの措置を講じたことにより、前年度を上回る結果

となったものでございます。  
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  予算編成にあたりましては、財政を取り巻く環境が一段と厳し

さを増す中で、財政の健全性を確保しながら、市民の視点に立っ

て事業の優先度や緊急度を考慮するとともに、第５次総合計画の

将来都市像である「交流と創造～輝く高崎」の建設に向けた施策

や事業には、重点的に予算を配分したところでございます。  

 

[歳入予算の概要 ]  

 

  それでは、歳入予算の概要について申し上げます。  

  財政運営の根幹をなす市税収入につきましては、前年度の収入

状況や経済の動向などを見据え、前年度比３．０パーセント減の

５４０億９，３１５万２千円を計上いたしました。  

特に法人市民税については、企業業績の悪化が予想されること

から、前年度に対して大幅な減収を見込んでおります。  

また、個人市民税についても、所得が伸び悩むと見られ、ほぼ

前年度と同額の１８７億３８０万８千円を計上しております。  

  固定資産税は、評価替えの年となり、土地は地価の下落により

減少するものの、家屋は新増築などから若干増加が見込まれ、ま

た、償却資産は、前年に一部の企業により設備投資が行われたこ

となどから、前年度比１．４パーセント増の  

２４１億７，６７５万１千円を見込んでおります。  

地方譲与税のうち地方揮発油譲与税は、道路特定財源の一般財

源化に伴い地方道路譲与税が変更されたもので、利子割交付金、

地方消費税交付金等と共に、経済情勢や収入状況、地方財政計画

等を参考に積算して計上いたしました。  
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  地方交付税のうち普通交付税につきましては、地方財政計画及

び市税の収入状況等を勘案し、５億円増の６５億円を見込んでお

ります。  

  国・県支出金は、歳出事業に対応する所定の額を計上しており

ます。  

  繰入金につきましては、財政調整基金から前年度より１億円減

の４７億円を、減債基金からは６億円を繰り入れます。  

  市債につきましては、臨時財政対策債を地方財政計画の伸びを

考慮して、前年度比５６．３パーセント増の４２億５千万円で見

込みましたが、公共事業の減少などにより、全体では５．１％減

の１３３億１，７６０万円を計上いたしました。  

   

 [歳出予算の概要 ]  

 

  続きまして歳出予算の概要につきまして、新規施策や主な事業

を中心に、総合計画の政策分野に沿って申し上げます。  

 

◎「健康・福祉」すこやかで元気に暮らせるまち  

 

はじめは、「健康・福祉」すこやかで元気に暮らせるまちづく

りについてでございます。  

  少子・高齢社会が進行する中で、すべての市民が生涯にわたっ

て 心 身 と も に 健 康 で は つ ら つ と し た 生 活 を お く る こ と が で き る

まちづくりに取り組んでまいります。  

 地 域福祉の一層の充実を図るため、榛名地域に福祉相談やボラ
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ン テ ィ ア 活 動 の 拠 点 と な る 福 祉 会 館 を 図 書 館 と の 複 合 施 設 と し

て建設するための実施設計を行います。  

 子 育て支援につきましては、乳幼児等への医療費助成について、

１０月からは入院と同様に通院も、中学３年生まで拡大して実施

いたします。  

また、新たに乳幼児の罹患率や重症化の危険性の高い「おたふ

くかぜ」の予防接種に一部公費負担を実施するほか、妊婦健康診

査の費用助成を５回から１４回へと大幅に拡大いたします。  

そのほか、箕郷第一保育園の改築工事及び放課後児童クラブの

円滑な事業運営の支援や専用施設の建設を行うなど、安心して子

どもを産み育てる環境の向上に努めてまいります。  

地域医療体制の整備といたしましては、国立病院機構高崎病院

の建て替えに合わせて、メディカルサポートセンターの整備を進

めると共に、保健センター・保健所・休日と準夜の診療所等の機

能を備えた医療保健センター（仮称）を、図書館との複合施設と

して整備してまいります。  

高齢者対策といたしましては、給食サービスなどの在宅福祉サ

ー ビ ス の 実 施 や 地 域 ケ ア を 支 え る 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー を 中 心

とした、総合相談支援や介護予防事業を引き続き推進いたします。 

長寿医療制度につきましても、制度の運営が円滑に行われるよ

う対応してまいります。  

 障 害者福祉につきましては、障害のある人が所有する自動車の

改 造 経 費 や 普 通 自 動 車 免 許 の 取 得 に 要 す る 経 費 に 対 し て 補 助 制

度を導入するほか、障害者自立支援法に基づいたサービスの提供

などに努めてまいります。  
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◎「教育・文化」豊かな心と感性が育つまち  

 

  次は、「教育・文化」豊かな心と感性が育つまちづくりについ

てでございます。  

  人づくりがまちづくりであるという観点から、家庭、学校、地

域が一体となって、心豊かでたくましい子どもを育てると共に、

生 涯 に わ た っ て 学 習 活 動 が 行 え る 環 境 づ く り を 進 め て ま い り ま

す。  

 ま た 、 歴史や文化の薫り高い環境の整備・支援に努めるなど、

豊かな感性を育むまちづくりを推進いたします。  

 

  学校教育につきましては、「２１世紀の変化の激しい時代を、

生涯学び続け、心豊かにたくましく生きぬく子ども」の育成を目

指した教育活動の充実に努めてまいります。  

各学校では、子どもたち一人ひとりが確かな学力を身につけ、

「生きる力」を育めるよう、日々の教育活動の充実、改善に努め、

地域に根ざした「特色ある学校づくり」を推進いたします。  

  特に、学校生活における集団不適応などのさまざまな問題解決

のために、全小・中学校、幼稚園への「学校支援員」の配置や、

適 応 指 導 教 室 に お け る き め 細 か な 指 導 等 に 引 き 続 き 取 り 組 み ま

す。  

英語教育といたしましては、外国人英語指導助手を増員し、英

語コミュニケーション能力の向上と国際理解の推進に努めます。 

 学 校危機管理につきましては、地域及び関係機関と連携を図り、

児童・生徒の安全確保に努めてまいります。  
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  学校施設整備につきましては、校舎や屋内運動場の耐震補強を

推進すると共に、倉渕地域の３小学校を統合するにあたり、必要

となる諸室を整備いたします。  

また、食育などの観点から、榛名地域に自校方式による給食室

を整備してまいります。そのほか、新町第一小学校、倉渕中学校、

箕郷中学校の屋内運動場及びプール建設、中尾中学校と養護学校

の校舎建設、また、高崎経済大学附属高等学校の空調設備の設置

を進めるなど、教育環境の整備充実を図ります。  

史跡の保存整備では、日高遺跡、山名古墳群、箕輪城跡等の保

存整備を進めます。  

社会教育につきましては、旧群馬中央中学校跡地に生涯学習セ

ンター（仮称）の整備を進めると共に、昭和５６年以前に建設さ

れた地区公民館の耐震診断を計画的に実施してまいります。  

また、下里見公民館（仮称）建設に向けた基本構想の策定を行

います。  

新図書館につきましては、医療保健センター（仮称）との複合

施設として整備を進めるほか、新たに榛名地域図書館（仮称）を、

福祉会館との複合施設として整備してまいります。  

体育施設整備といたしましては、群馬地域内に野球場を含めた

運動施設と公園を一体的に整備してまいります。  

高崎経済大学では、学生の就職支援策として、公務員養成セミ

ナーやキャリアコンサルティングの実施等により、教育環境の充

実に努めてまいります。  

芸術文化事業といたしましては、地域の特色を生かした企画文

化事業を開催すると共に、市美術館とタワー美術館では、収蔵作
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品展やそれぞれの特徴を生かした企画展を開催いたします。  

また、新しい芸術・文化ホールの整備に向けた基礎的検討を行

うなど、芸術文化の振興に努めます。  

 

◎  「環境・安全」安心でやすらぎのあるまち  

 

次は、「環境・安全」安心でやすらぎのあるまちづくりについ

てでございます。  

  自然と調和した循環型社会の構築を目指すと共に、地域防災力

の強化など、だれもが安全で安心して暮らせるまちづくりを進め

ます。  

 

  地球温暖化対策といたしまして、新たに自然エネルギーを活用

し た 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 導 入 経 費 へ の 補 助 制 度 を 創 設 い た し

ます。  

ごみの減量化につきましては、有価物集団回収の奨励など資源

ごみの分別排出の徹底に努め、リサイクルの推進を図ると共に、

学校給食残渣の堆肥化に取り組みます。  

 エ コ パ ーク榛名においては、埋め立て期間の延長を図るため、

第二期の施設拡幅整備に向け実施設計に取り組みます。  

防災対策といたしましては、防火水槽の設置や消防ポンプ自動

車の更新を行うと共に、各地域の防災行政無線の一体的な整備に

向けた調査を行うほか、老朽化した地震体験車の更新を行い、地

域防災力の向上に努めます。  

 ま た、地域安全の推進を図るため、地区公民館を地域安全活動
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の拠点として活用するほか、携帯電話などのメール機能を利用し、

災害や防犯、市政情報など各種情報の配信を実施してまいります。 

さらに、交通安全啓発活動や道路標識、ガードレール等の安全

施設の整備を推進するなど、安全に暮らせる生活環境の整備に努

めます。  

公園緑地事業といたしましては、観音山公園カッパピア跡地の

保全活用を図ると共に、三ツ寺公園などを整備し、やすらぎのあ

る生活空間を整備してまいります。  

また、全国都市緑化ぐんまフェアのフォローアップ事業として、

県と共同で、まちなか会場での緑化イベントを実施いたします。 

 

◎  「産業・観光」人々がつどう魅力あるまち  

 

  次は、「産業・観光」人々がつどう魅力あるまちづくりについ

てでございます。  

  商都高崎にふさわしい、にぎわいのある中心市街地の形成を図

ると共に、新産業の創出や起業支援などにより、商業・工業・農

林業の各産業にバランスの取れたまちづくりを進めます。  

また、個性ある地域資源を活用した観光地づくりを推進し、広

域から人々がつどう、魅力あるまちの実現を目指します。  

  

 世 界的な景気後退の影響により、本市の経済活動も厳しい状況

が続くものと見込まれます。このため、本市経済の重要な担い手

である中小企業への支援といたしましては、資金繰りの円滑化を

進め、経営の安定を図る目的から、融資条件の緩和等の措置を講
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じてまいります。  

そのほか、産業創造館を中心にした、産学官連携や新産業・新

技術の創出、見本市や展示会などへの出展補助など、多方面から

支援を行ってまいります。  

また、企業誘致の促進や雇用の創出・拡大のための各種奨励金

制度も継続して実施してまいります。  

中心市街地の活性化対策といたしましては、中心市街地活性化

基本計画の事業効果についてフォローアップ調査を実施し、その

推進に努めると共に、中心市街地でのイベント開催や後継者対策

のほか、安全で楽しく買い物ができる商業環境整備など総合的な

支援を行い、商都高崎の魅力の向上に努めます。  

  観光振興といたしましては、観光振興計画の策定に引き続き取

り組むと共に、高崎まつりをはじめ榛名湖など各地域の観光資源

と特徴を生かしたお祭りやイベントを支援し、にぎわいの創出を

図ります。  

みさと芝桜公園では、ライトアップ工事が一部完了いたします

ので、新たに夜間開園を始めると共に、平成２２年度の全面ライ

トアップに向けて整備を進めるなど、観光資源の充実に努めてま

いります。  

高崎フィルム・コミッションでは、引き続き映画やテレビロケ

の誘致等により、全国に高崎の知名度を広めてまいります。  

農業につきましては、前年度に策定した農業振興計画に基づき、

集落営農組織の育成強化、地域の特性を生かした果樹生産振興や

野菜産地育成、畜産振興対策等の地域農業の振興を推進いたしま

す。  
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また、地産地消や農業体験による食農教育推進など、生産者と

市民との協働による新たな連携を構築してまいります。  

さらに、営農団地が集積するフルーツラインの整備を推進し、

農作物の流通改善や生産基盤の強化と共に、観光面での振興など

を図ります。  

林業につきましては、森林整備計画に基づいた間伐の推進、担

い手対策、林道整備等を行い、林業経営の振興を図ると共に、地

球温暖化防止や水源かん養など、森林の持つ多面的・公益的機能

の発揮・活用に努めるほか、有害鳥獣対策にも取り組んでまいり

ます。  

 

◎  「都市・建設」便利で快適な住みよいまち  

 

  次は、「都市・建設」便利で快適な住みよいまちづくりについ

てでございます。  

  地域の特性に配慮し、都市と自然が調和した快適な住環境を備

えた利便性の高いまちづくりを進めます。  

 

都市計画事業では、スマートインターチェンジや高崎駅東口ペ

デストリアンデッキの整備を引き続き行うなど、高崎駅周辺整備

等を推進することにより、本市の拠点性と交通の利便性のさらな

る向上を目指します。  

 地 方道等改修事業では、広小路栄町線や問屋町南通り線などの

整備を行い、安全性・利便性の向上に努めます。  

  土地区画整理事業につきましては、高崎操車場跡地周辺、高崎
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駅西口周辺、浜尻北交差点改良を重点的に整備すると共に、その

他の継続事業につきましても着実に推進してまいります。  

  市街地再開発事業では、高崎駅西口第四地区の再開発を継続し

て実施いたします。  

  街路事業につきましては、高前幹線、飯塚並榎線、矢中下斎田

線、宿横手大沢線などの事業を継続して実施するほか、新たに下

芝線を事業化いたします。  

市内循環バス「ぐるりん」は、運行路線の見直しに取り組み、

利便性の向上を図ります。  

市営住宅の整備につきましては、地場産材を活用した山名団地

建て替えと共に、新町つくし団地や倉渕ふるさと住宅の建設など

住環境の整備促進を図ります。  

 

上下水道事業につきましては、財政計画に基づいた健全な財政

運営、将来世代への負担の軽減、安心・安全に配慮した予算編成

に努めました。  

水道事業につきましては、水需要の低迷による厳しい事業運営

が続いておりますが、収納率の向上を図ると共に、経費の抑制に

努め、安定した給水体制の確立を目指してまいります。  

安心・安全への配慮といたしましては、石綿セメント管の更新、

白川浄水場のテレメータ設備や薬品注入設備更新、中島浄水場の

ろ過池改修、金古浄水場の配水ポンプ設備更新、新町浄水場の配

水設備及び水中ポンプ更新等を実施いたします。  

また、給水車 1 台を追加配備して、非常時の断水等に対処して

まいります。  
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下水道事業につきましては、快適で安全な生活環境の確保や河

川・湖沼の水環境保全のため、引き続き各地域における下水・雨

水管渠の整備を実施してまいります。  

本年度は新たに、雨水対策として、高崎駅周辺中心市街地の合

流式下水道処理区域の浸水対策に向けた調査検討を行います。  

また、平成２２年度に予定される下水道事業計画の認可変更に

向けて、合併により承継した各地域の計画を見直し、新市全体の

視点に立った計画策定のための調査検討を進めます。  

今後とも、現行料金体系をできる限り維持できるよう、営業費

用や企業債の抑制に努め、将来にわたる財政の健全化と安定した

経営基盤の確立を目指してまいります。  

 

◎  「 地域・自治」市民とつくるみんなのまち  

 

  次 は 、「地域・自治」市民とつくるみんなのまちづくりについ

てでございます。  

  地 域の主体性が求められる分権型社会に対応し、自主自立の行

財政運営を目指すと共に、市民と行政の良好なパートナーシップ

のもとに、市民主体のまちづくりを推進します。  

 

地 域の特性を生かし、本市のさらなる飛躍を目指した中核市移

行に向け準備を進めると共に、男女共同参画社会の拠点施設であ

る「たかさき女性フォーラム」の老朽化に伴う代替施設の整備を

実施いたします。  

また、納税者の利便性向上のため、市税や保険料についてコン
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ビニ収納を開始いたします。  

 

財政の安定を維持しつつ、市民サービスの向上を図っていくこ

とは行政運営の基本であります。  

様々な行政課題に迅速かつ的確に対応しながら、業務の見直し

等による計画的な職員数削減を行い、簡素で効率的な行財政シス

テムを目指して引き続き経営改革に取り組み、財政の健全性を確

保していく所存でございます。  

  

特別会計につきましては、事業の円滑な運営が行えるよう、そ

れぞれ所要の経費を措置いたしました。  

 

  続きまして、一部事務組合事業につきましてご説明申し上げま

す。  

  まず、高崎市等広域市町村圏振興整備組合でございますが、常

備消防につきましては、消防・救急業務の充実を図るため、老朽

化した安中消防署の建て替え工事を実施いたします。  

また、はしご付消防ポンプ自動車などの車両の更新や救急救命

士の養成を引き続き実施いたします。  

  高崎工業団地造成組合におきましては、需要を的確に捉えた事

業推進を目指すと共に、団地販売促進に積極的に取り組んでまい

ります。  
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[結   び ]  

 

  以上、市政運営についての所信の一端と予算の大要についてご

説明申し上げました。  

 

高崎市は、名実ともに群馬県のトップを走る都市でございます。 

今後とも、市民一人ひとりのたくましさや個性の輝きを原動力

として、この予算を「交流と創造～輝く高崎」の実現につなげて

まいりたいと考えております。  

 

  なお、予算の細部につきましては、財務部長から、その他の議

案につきましては担当部長からそれぞれ説明させますので、よろ

しくご審議のうえご賛同賜りますようお願い申し上げまして、提

案説明とさせていただきます。  


